
 

令和５年 月  日 

 

 

三田市長 田村 克也 様 

 

三田市行政評価委員会 

委員長 赤澤 宏樹 

 

 

令和５年度行政評価（内部評価）に対する検証について（答申） 

 

 

 令和５年８月２日付三政第２６号で諮問のあった標題の件について、三田市行政評

価条例第５条第３項の規定に基づき検証した結果、下記のとおり答申します。 

 

記 

（１）総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（案） 

資料 10 



（２）ヒアリング対象施策について 

取組番号 6 取組名 学校教育の充実

1 内部評価の概要 

主な取組3項目（予算額：千円） ⇒左記の計画数量、達成数量及び達成度評価

R4予算 R5予算

取組
番号

基本情報
予算の重点項目に対する市の取組結果（R4年度）

6

取組名 学校教育の充実

❶小中学校大規模改修事業等
(1,156,340)
【学びを支える環境の整備～子どものよ
り良い学びの環境づくり～】
❷児童生徒への相談・支援体制の充実
【一人ひとりが大切にされる教育・支援
の充実】
❸オンライン英語授業実施事業(1,460)
【社会的自立に向けた教育の推進】

❶大規模改修及び個別改修による便器の洋式化、照明のLED化等その他修繕工事を実
施した。
洋式化の純増数は以下のとおり。
小学校　23基(内　大規模改修　10基、個別改修　13基)
中学校　23基(内　大規模改修　19基、個別改修　4基)
(達成度)各校の状況を鑑み照明のLED化、順次便器の洋式化を推進することができた。
❷ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ(SC)、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ(SSW)による相談・支援を行った。
SC相談件数R4：3,582件（R3：1,685件）
SSW相談件数R4：1,110件（R3：1,114件）
不登校児童生徒・保護者が関係機関に相談・支援を受けている割合R4：65.3％（R3：
73.7％）
(達成度)特別な配慮を要する児童生徒の状態を把握し、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙ
ﾜｰｶｰや関係機関と連携し、個に応じた相談・指導・支援を充実させた。
❸ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を活用した外国人講師によるﾏﾝﾂｰﾏﾝｵﾝﾗｲﾝ英語授業を実施した。
全8校の中3:年3回
（達成度）生徒アンケートで８割を超える肯定的な回答を得ることができた。
「楽しく学べた」80.9% (R3: 81%)、「英語学習に役立った」87.8% (R3: 85%)、「これまで学
習してきた英語を使うなどして、自分の言いたいことや気持ちなどを伝えようとした」91.7%
(R4新規項目）など。施策関連

部署
学校教育部

対象経費
人件費除く

：千円 2 ,652 ,200 1 ,777 ,315

成果を踏まえた重点課題等（R5年度～）

現在もっとも重要な1項目＋その他の課題を記載

基準R2 R4 目標R8 【重点課題】

【詳細説明】

【その他の課題】

成果指標の推移
R5予算対応
済内容(千円)

生徒指導対策事業
費(25,077)

1

学習の中でコンピュータ等
のICT機器を使うのは勉強
の役に立つと答える子ども
の割合

（小6）71.1％
（中3）64.2％

（R3）

(小6)70.2%
(中3)58.3%

（小6）90.0％
（中3）85.0％

不登校対策の充実
【一人ひとりが大切にされる教育・支援の充実】

指標名

2
｢いじめを受けたり、嫌なこ
とがあったりした時｣相談し
ないと答える子どもの割合

（小6）90.0％
（中3）85.0％

4
「将来の夢や目標をもって
いる」と答える子どもの割合

（小6）80.7％
（中3）68.6％

（R3）

(小6)79.2%
(中3)66.7%

不登校及び別室登校児童生徒の増加に伴い、「小学校子どものこころ
の支援員配置」「こころのとからだの自立に向けた相談会」「あすなろe‐
school」の各事業を実施し、長期にわたる不登校児童生徒への支援の
充実を図る。

3
「自分には、よいところがあ
ると思う」と答える子どもの
割合

（小6）80.7％
（中3）76.5％

（R3）

(小6)78.3%
(中3)75.1%

（小6）7％
（中3）11％

（R3）

(小6)10.3%
(中3) 9.1%

（小6）0％
（中3）0％

・小中一貫教育の推進【確かな学力の育成】
・校舎等の洋式便器への改修推進

（小6）90.0％
（中3）85.0％

5
校舎の洋式便器1基あたり
の児童生徒数

（女子）14.4人
（男子）20.8人

（R3）

(女子)12.5人
(男子)19.6人

（女子）10.0人
（男子）20.0人

 

2 評価意見のまとめ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 



取組番号 16 取組名 農業の振興

1 内部評価の概要 

主な取組3項目（予算額：千円） ⇒左記の計画数量、達成数量及び達成度評価

R4予算 R5予算

取組
番号

基本情報
予算の重点項目に対する市の取組結果（R4年度）

対象経費
人件費除く

：千円 389 ,560 837 ,474

取組名 農業の振興

❶新しい就農者の育成（2,500）
【みんなで支える三田の農業】
❷小規模農家の営農継続支援（6,500）
【みんなで支える三田の農業】
❸スマート農業の普及促進（1,800）
【スマート農業の導入で作業の自動化・
省力化を実現】

❶就農希望者に向けた相談会の開催及び農業機械等の導入経費を助成した。
・認定新規就農者数(累計)　Ｒ3：28経営体 →Ｒ4：31経営体
（達成度）スムーズな就農につなげるとともに就農初期の負担軽減を図ることができた。
❷小規模農家の営農を支援するため農業機械の導入経費を支援した。
・導入件数（R4新規）　Ｒ4実績 13件
（達成度）小規模農家への支援により営農継続につなげた。
❸農業経営の効率化や農作業の負担軽減を図るため、スマート農業機械の導入経費を
支援した。
・導入件数（R4新規）　Ｒ4実績 5件
（達成度）持続可能な農業経営に向けスマート農業の普及を促進した。

施策関連
部署

地域共創部産業戦略室
学校教育部
行政委員会事務局

16

成果を踏まえた重点課題等（R5年度～）

現在もっとも重要な1項目＋その他の課題を記載

基準R2 R4 目標R8 【重点課題】

【詳細説明】

【その他の課題】

成果指標の推移
R5予算対応
済内容(千円)

新規就農者育成総
合対策事業
（35,630）

農地利用効率化等
支援事業（9,000）

小規模農家営農継
続支援事業
（6,500）

農業経営スマート化
促進事業（6,800）

1
認定農業者数及び認定新
規就農者数

88経営体 77経営体 100経営体

多様な担い手の確保
【みんなで支える三田の農業】

指標名

人口減少や高齢化による担い手不足など、厳しさを増す農業環境に
対して、大規模農家をはじめ小規模農家や半農半Ｘ等も含め、多様な
農業者が総掛かりで地域の農業を支えていくことが求められている。

6,500千円

3 三田牛の出荷頭数 209頭

2 鳥獣害の農作物被害額 8,720千円
9,808千円

(R3）

101頭 250頭

4 獣害対策柵の設置総延長 201km 208km 260km

5
学校給食での地場産野菜
使用率

31.3% 28.6% 35.0%
・地域計画の策定
・鳥獣被害対策

 

2 評価意見のまとめ 
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・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 



取組番号 17 取組名 観光・交流・文化の振興

1 内部評価の概要 

主な取組3項目（予算額：千円） ⇒左記の計画数量、達成数量及び達成度評価

R4予算 R5予算

取組
番号

基本情報
予算の重点項目に対する市の取組結果（R4年度）

施策関連
部署

地域共創部産業戦略室
地域共創部市民協働室
総合政策部未来戦略室
まちの再生部都市政策室
学校教育部

対象経費
人件費除く

：千円 598 ,335 731 ,331

❶さんだのまちを遊ぶ博覧会の推進
(2,039)
【魅力あるコンテンツづくり～おもちゃ箱
の中はワクワク・ドキドキがいっぱい～】
 ❷ふるさと納税制度を活用した魅力発
信(82,627)
【情報発信と魅力向上～欲しい人に、わ
かりやすく届けます～】
❸総合文化センターの持続可能な運営
管理と文化活動支援の実施(242,780)
【総合文化センターの適切な運営と文化
活動の支援～文化芸術で人生が変わ
る!～】

❶着地型観光の推進に向け、実施プログラムの拡充を図り、新たな観光資源等を市内外
へ広く情報発信を行った。
・実施プログラム数　R3実績11プログラム→R4実績33プログラム
（達成度）事業者研修を通じて、プログラムの魅力増進と事業者間の連携につながった。
❷返礼品の新規開拓やポータルサイトのPR広告の強化を図った。
・返礼品数　R3実績200品→R4実績250品
（達成度）寄附件数及び寄附額の増加につながった。
❸開館16年を迎えた総合文化センターの持続可能な運営方策を検討しPFI手法等導入
可能性調査を実施。また市民への文化振興事業の展開を進めた。
・施設利用件数4,949件 イベント件数197件
(達成度)PFI手法等導入可能性調査においては、改修PFI手法等の導入の方向付けを行
い、次年度以降の予算化に向け調整が進んだ。また文化振興事業においては、コロナ対
策を講じながら事業展開を進め、順調に事業件数を伸ばした。

17

取組名 観光・交流・文化の振興

成果を踏まえた重点課題等（R5年度～）

現在もっとも重要な1項目＋その他の課題を記載

基準R2 R4 目標R8 【重点課題】

【詳細説明】

【その他の課題】

成果指標の推移
R5予算対応
済内容(千円)

千丈寺湖畔再生プ
ロジェクト推進事業
(10,670)

1 観光入込客数
3,569千人

(R元)
2,988千人

(R3)
3,900千人

アウトドア交流都市に向けた核プロジェクトの推進
【地域資源の保存継承～みんなで守り育む三田の誇り～】

指標名

2 観光消費額
・野外活動センター再生プロジェクトについては、新たな運営事業者
による魅力あふれる施設へ再生するため、進入路の改修をはじめとし
た取り組みを進める。
・千丈寺湖畔再生プロジェクトについては、千丈寺湖畔周辺における
拠点整備や事業可能性を検討するためのサウンディング調査を実施す
るとともに、プレイベントの実施により認知度向上を図る。

3
文化財施設のプログラム参
加者数

4,717人
(R元)

3,201人 5,000人

2,248件

24,594百万円(R
元)

19,534百万円
(R3)

26,100百万円

3,128件 5,500件

5 ふるさと納税寄附件数 5,265件

4
三田市公式インスタグラム
フォロワー数

8,409件 8,000件

6
総合文化センターでのイ
ベント件数

203件
(R元)

197件 250件

寄附制度を活用した財源確保を推進するため、ふるさと納税について
は、R8年度年間寄付額５億円（12,000件相当）をあらたな目標に設定
して取り組みを進める。

 

2 評価意見のまとめ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 



（３）25施策の評価について 

 A:良好な進捗 B:標準的な進捗 C:今後の取り組みに期待 

取組

番号 

取組名（施策名） 評価 取組

番号 

取組名（施策名） 評価 

1 人権・共生のまちづくり  14 心つながる暮らしの安心  

2 地域で支えるまちづくり  15 商工業の振興  

3 健康づくり  16 農業の振興  

4 乳幼児期の育ち  17 観光・交流・文化の振興  

5 地域ぐるみの子育て  18 まちの再生  

6 学校教育の充実  19 良好な住まい  

7 若者が集うまち  20 交通ネットワーク  

8 いつまでも学び、活躍でき

るまちづくり 
 21 水の保全  

9 地域医療の安心  22 里山・自然の保全  

10 生活の安全安心・非常時へ

の備え 
 23 持続可能な環境づくり  

11 子ども・子育ての安心  24 協働・共創のまちづくり  

12 高齢者の安心  25 行政経営  

13 障害のある人の安心  

 

（４）25施策の意見について 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 


